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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接する基地局が同じ周波数で送信する無線通信システムで、基地局を同期化する方法
であって、
　隣接する基地局を傾聴するために、基地局において送信を停止するステップを含み、所
与の基地局が隣接する基地局と同じ時間に送信を停止せず、
　前記方法は、基地局を基準局と同期化するステップを含み、
　前記基地局を基準局と同期化するステップが、
　基準局の同期化信号を傾聴するために基地局を停止させるステップ（４）と、
　基地局の同期化信号を傾聴するために基準局を停止させるステップ（７）と、
　基準局で、基地局から受信した同期化信号のオフセットを計算し、該オフセットを送信
するステップと、
　基地局で、受信したオフセットに従って同期化を行うステップ（８）とを含む、方法。
【請求項２】
　所与の基地局が、隣接する基地局と同じ時間に送信を停止しないように、基地局におけ
る送信の停止が、前記無線通信システムによって管理される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　基地局において、送信が定期的に停止される請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　基地局が、送信を停止するタイミングを同報通信する請求項１から３のいずれか一項に
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記載の方法。
【請求項５】
　基地局の停止が、ネットワークの基地局コントローラで、管理される請求項１から４の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　オフセットを送信するステップが、ネットワークを通じてオフセットを送信するステッ
プを含む請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　基準局の同期化信号を傾聴するために基地局を停止させる第２のステップ（９）と、
　基地局で、前記第２のステップで基準局から受信した同期化信号から第２のオフセット
を計算するステップと、
　第２のオフセットを基準局から受信したオフセットと比較するステップとをさらに含む
請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の方法を実行する無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、無線通信の分野に関し、より詳細には、無線通信システムまたは無線通信ネッ
トワークでの基地局の同期化に関する。
【０００２】
【従来の技術】
無線通信システムは、セルから構成されており、各セルは、ユーザ装置または移動局が通
信を確立するために接続する基地局に通常対応する。様々な目的のために、それらの基地
局を同期化する必要がある。例えば、ＵＭＴＳ（ユニバーサル移動電話サービス）の場合
がそうであり、その場合、ＴＤＤ（時分割二重化）ネットワークは、よいパフォーマンス
に到達するためにフレームレベルで基地局（すなわちＵＭＴＳ仕様ではノードＢ）の同期
化を必要とする。
【０００３】
この問題は、ＴＤＭＡ（時分割多重アクセス）の場合、ＵＳ－Ａ－５５２８５９７で論じ
られており、この文献は、新しく追加された基地局が既存のネットワークの基地局と同期
化することを示している。その新しく追加された基地局は、近くの稼動中の基地局の下り
リンク信号を受信し、その基地局の対応する転送用タイムスロットに、通信フレームの中
のその受信用タイムスロットを同期化する。近くの基地局と同期化するために、新しく追
加された基地局は、まずその送信機を停止させ、近くの基地局を傾聴し、近くの基地局の
リストを設定する。一度このリストが設定されると、基地局は、その送信機のスイッチを
入れ、そのシステムで順方向チャネルと逆方向チャネルの間の一定のタイミングの関連性
に基づいて、近くの基地局とのタイミングオフセットを測定する。この文献は、時間経過
に伴うドリフトまたはオフセットによる変化に対応するように、同期化方法を定期的に繰
り返すことも示している。しかし、稼動中の基地局を同期化する方法について、詳細に説
明していない。
【０００４】
ＥＰ－Ａ－０８１７４０５は、隣接するセルの基地局が同じ周波数を持つ制御チャネルを
送信するＴＤＭＡ　ＴＤＤネットワークを開示している。すなわち、この文献では、タイ
ムスロットが、隣接するセルの基地局の制御チャネルの送信用タイムスロットと競合しな
い制御キャリアの受信用タイムスロットに対応するように、１つのセルの制御チャネルを
送信するタイムスロットを選択するステップを示す。隣接する基地局の制御キャリアの送
信用タイムスロットが、セルの制御キャリアの受信用タイムスロットを干渉しないので、
このことは、セルでの移動局のすばらしい接続性を与える。この文献は、基地局の同期化
を論じないで、単にセル内部の接続性を扱っている。
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【０００５】
ＥＰ－Ａ－０３９８７７３は、ＴＤＭＡネットワークで、移動局および基地局の同期化の
問題を論じている。すなわち、そこでは、大規模なネットワークではコストが高く信頼で
きないと考えられている基地局の同期化に対して教示している。この文献は、
－　隣接する基地局ｉとｊからの信号の受信の間の時間差ＴＭij

－　各基地局から移動局への送信時間ｔiおよびｔj

を測定することにより、移動局で、２つの基地局の時間差を評価するステップを示す。
【０００６】
２つの基地局の間の時間差は、その時ＴＭij＋ｔi－ｔjとして計算される。この計算は、
ハンドオーバー（基地局の切り替え）をより容易にし、移動局の局所化を可能にする。
【０００７】
ＷＯ－Ａ－９４２８６４３は、ＧＳＭ形式のＴＤＭＡネットワークでの基地局の無線同期
化を論じている。この文献は、セルの同期化を行うために、近くの基地局を傾聴するステ
ップを示す。隣接する基地局が、異なる周波数を使用するので、このことはこの文献では
問題ではない。
【０００８】
ＵＳ－Ａ－５５１９７５９も、ＤＥＣＴネットワークでの基地局の無線同期化を論じてい
る。この文献は、基地局を同期化する一定の命令を定義するステップおよび基地局が同期
化されなければならない時はいつでも同じ命令を使用するステップを示している。この文
献は、「スレーブ」局が対応する「マスター」局に同期化すべき方法を開示していない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、ＴＤＤモードにおいて無線通信ネットワークの基地局を同期化する問題を説明
する。このＴＤＤモードでは、同じ周波数が、基地局による送信および受信のために使用
される。本発明は、隣接する局による同じ周波数の使用から発生する問題に向けられてい
る。この問題は、とりわけ、周波数再使用パターンが１つであるところにある。この場合
、すべてのセルが同じ周波数を使用する。
【００１０】
本発明は、近くの基地局と同期化するために、基地局を停止させるときに発生する新しい
問題にも向けられている。この解決方法が、稼動中の基地局間での同期化を維持するため
に適用されるとき、それは、ユーザ装置に問題を引き起こすかもしれない。すなわち、実
際には、ユーザ装置が、基地局を監視しているが、基地局の停止は、予期しない問題を発
生させるかもしれない。さらに、別の基地局と同期化しようとしている基地局は、とりわ
け、隣接する基地局が同時に停止される場合、同期化することができないかもしれない。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、これらの問題に対する解決方法を提供する。より具体的には、本発明は、隣接
する基地局が同じ周波数で送信する無線通信システムで、基地局を同期化する方法であっ
て、隣接する基地局を傾聴するために、ある基地局が隣接する基地局と同じ時間に送信を
停止しないように、基地局での送信を停止するステップを含む方法を提供する。
【００１２】
基地局で停止された送信が、ある基地局が隣接する基地局と同じ時間に送信を停止しない
ように、前記通信システムによって管理されることが望ましい。
【００１３】
本発明の１つの実施形態では、送信は、基地局で定期的に停止される。
【００１４】
本発明の別の実施形態では、基地局は、送信を停止するタイミングを同報通信する。
【００１５】
基地局の停止は、ネットワークで、好ましくは、基地局コントローラで管理される。
【００１６】
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本発明のまた別の実施形態では、基地局を、基準局に同期化させる方法が、
－　基準局の同期化信号を傾聴するために、基地局を停止させるステップと、
－　基地局の同期化信号を傾聴するために、基地局を停止させるステップと、
－　基準局で、基地局から受信した同期化信号のオフセットを計算し、このオフセットを
送信するステップと、
－　基地局で、受信したオフセットに従って同期化を行うステップとを含む。
【００１７】
この場合、オフセットを送信するステップは、ネットワークを通じてオフセットを送信す
ることを含むことが望ましい。
【００１８】
別の実施形態では、本発明の方法は、さらに、
－　基準局の同期化信号を傾聴するために、基地局を停止させる第２のステップと、
－　基地局で、前記第２のステップで基準局から受信した同期化信号からの第２のオフセ
ットを計算するステップと、
－　第２のオフセットを基準局から受信したオフセットと比較するステップとを含む。
【００１９】
第１の基地局と第２の基地局の同期化は、移動局を通じても行なわれ、その同期化は、
－　移動局で、両方の基地局からの同期化信号を傾聴し、両方の基地局からの同期化信号
の受信の間の差を測定するステップと、
－　移動局を第１の基地局と同期化させ、移動局からのデータを送信するステップであっ
て、その結果、移動局からのデータが所与のオフセットを伴って第１の基地局で受信され
るステップと、
－　第２の基地局で、移動局から受信されたデータのオフセットを測定するステップとを
含む。
【００２０】
本発明は、この方法を実行する無線通信システムも提供する。
【００２１】
次に、非限定的な例によって、添付の図面を参照して、本発明を実施する無線通信システ
ムについて説明する。
【００２２】
本発明は、基地局がネットワークに追加されるときに、基地局を同期化するために、また
は稼動中の基地局の間の同期化を維持するために、近くの基地局を傾聴することを示す。
近くの基地局を傾聴するために、本発明は、基地局の送信機を停止させるステップを含む
。そのために、隣接する基地局が同じ時間に停止されないように、ネットワークの基地局
の停止を管理するステップを含む。したがって、本発明は、基地局が停止されることによ
って、移動局に引き起こされる新しい問題に対する解決方法をもたらす。
【００２３】
本発明は、特にＵＭＴＳに当てはまり、無線通信ネットワークの形式を参照する残りの本
明細書で説明する。しかし、本発明が、この好ましい実施形態に制限されず、ＴＤＤ無線
通信システムの他の形式、またはより一般的には、１つの基地局が別の基地局上と同期化
するために送信機を停止させなければならないように、隣接する基地局が同じ周波数を使
用する送信システムに、当てはまることを理解しなければならない。
【００２４】
【発明の実施の形態】
ＵＭＴＳ　ＴＤＭＡ　ＴＤＤシステムでは、各基地局は、シグナリング目的のためにＢＣ
ＣＨ（同報通信制御チャネル）を送信する。本ＵＭＴＳ仕様に従って、ＢＣＣＨは、実際
には同期化チャネル（ＳＣＨ）および同報通信チャネル（ＢＣＨ）を備える。ＳＣＨは、
すべてのフレームの１つのタイムスロットで送信され、２つの同期化用ピークからなる。
ＢＣＨは、実際にはＢＣＣＨをサポートする物理チャネルである。そのために、すべての
フレームで送信される必要はない。ＢＣＨが、各マルチフレームで、所与の時間にのみ送
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信されることが考慮されている。
【００２５】
セル内の移動局すなわちＵＥ（ユーザ装置）は、その基地局によって送信されるＢＣＣＨ
を復号し、隣接するセルのＢＣＣＨの一部も復号する。したがって、これによって、移動
局がハンドオーバーの準備をすることができ、ＢＣＣＨでの考えられるあいまいさを避け
ることができる。実際、基地局のＢＣＣＨと遠隔の基地局のＢＣＣＨとの間の考えられる
混乱が隣接する基地局のＢＣＣＨを復号することによって回避され、現在の基地局が認識
される。
【００２６】
図１は、基地局がネットワークに追加されるときの初期の同期化方法のフローチャートで
ある。したがって、図１は、本発明に従って、どのように、基地局が隣接する基地局を傾
聴するためにその送信を停止させ、隣接する基地局の１つと同期化することができるかを
示す。
【００２７】
ステップ１では、図１のフローチャートにおける新しい基地局ＢＳnewが、初期化され、
割り当てられた１つまたは複数の周波数における隣接するセルのＳＣＨを傾聴する。上述
のように、ＴＤＤモードでは、これらの周波数の少なくとも１つが、新しい基地局の周波
数に対応しており、新しい基地局が、隣接する基地局を傾聴するために、送信を停止させ
なければならない。
【００２８】
ステップ２では、割り当てられた周波数を走査した後、基地局は、他の基地局からＳＣＨ
を受信したかどうかを判定する。これが当てはまらない場合、本方法はステップ３に進み
、これが当てはまる場合、本方法はステップ４に進む。
【００２９】
ステップ３では、新しい基地局が、ネットワークで孤立していたかどうかを検査し、ネッ
トワークで孤立していると判定した。したがって、この場合には、基地局は、後の段階で
他のＢＳが同期化するタイミングの基準を提供する。基地局は、通常モードでその動作を
開始する。
【００３０】
ステップ４では、新しい基地局は、他の基地局が、新しい基地局の周りにすでに存在する
と判定した。したがって、これらの基地局の少なくとも１つが同期化のために使用される
。基地局は、これらの基地局の１つ、例えば最適に受信された基地局ＢＳrefのＳＣＨを
傾聴することによって、最適に受信された基地局ＢＳrefに同期化する。したがって、新
しい基地局は、同期化の基準Ｔnewを得る。この第１の同期化を進める１つの方法は、１
９９８年１２月の「ＵＭＴＸ　ＸＸ．１３，ＵＴＲＡ　ＴＤＤ，ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ」ｖｅｒｓｉｏｎ　０．５．０，Ｔｄｏｃ　ＳＭＧ２　Ｕ
ＭＴＳ　Ｌ１　６１３／９８に記載されている移動局の初期セル検索手順のように進める
ことである。
【００３１】
基地局は、移動局と同様の手順を適用することができる。したがって、唯一の違いは、Ｂ
ＳからＵＥの距離の２倍以上の距離であるので、基地局は、よりよい感度を必要とするこ
とである。干渉レベルも移動局のものよりも大きく、したがって感度レベルは、ＵＥのも
のよりも３から５デシベルよりよいことが必要になる。この感度レベルと干渉レベルにお
ける差の評価は、基地局が同期化するチャネル－すなわちＵＭＴＳの例ではＳＣＨの定義
に依存する。どの場合でも、ＢＳのアンテナダイバーシティの使用および潜在的により高
性能な受信機のノイズ計算を考慮して、感度の改善は達成される。
【００３２】
ステップ４で達成される第１の同期化は、基準用の基地局から新しい基地局への伝搬遅延
に依存している。ＵＭＴＳで提供されるＴＤＭＡ　ＴＤＤモードの場合では、同期化情報
によって、新しい基地局が、隣接する基地局のフレームと同期化するフレームを定義する
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ことができる。すなわち、基準用基地局と新しい基地局の間の距離に従って、約２０μｓ
のタイムスロットのオフセットが得られる。ステップ６から１０に記載するように双方向
の方法のおかげで、よりよい同期化が得られる。
【００３３】
より一般的には、基地局は、すでに送信している基地局との同期化を獲得する同期化手順
を使用する。
【００３４】
一度、新しい基地局が、第１の同期化を得ると、本方法は、ステップ５に進む。ステップ
５では、新しい基地局が、ステップ４で得られた第１の同期化情報に従ってＳＣＨおよび
ＢＣＨの送信を開始する。
【００３５】
ステップ６では、同期化基準ＴrefとＢＳnewからのＳＣＨの受信された時間基準Ｔnewと
の間の時間差ｔ1を評価するために、基地局ＢＳnewは、ＳＣＨを傾聴するように基準用基
地局ＢＳrefに要求する。これを実行するために、基地局ＢＳrefは、同じ周波数で、ほと
んど同じ時間で、送信された新しい基地局ＢＳrefのＳＣＨを傾聴することができるよう
に、ＳＣＨの送信を中断しなければならない。
【００３６】
ステップ７は、ステップ６の後、基準用基地局は、新しい局のＳＣＨを傾聴し、時間差を
計算することを示す。すなわち、この計算のために基準用基地局は、新しい基地局と基準
用基地局の間の伝搬時間を考慮に入れる。ステップ７で示すように、時間差ｔ1の計算は
、次の式を使用する。
【００３７】
２・ｔ1＝Ｔref－Ｔrnew

ここでは、Ｔrnewは、ＳＣＨの信号が新しい基地局から受信される時間である。また、こ
の式の係数２の理由は、図２を参照して論じる。すなわち、第１の偏りは、ＳＣＨ信号が
基準用基地局から新しい基地局へ進む伝搬時間に対応する。また、第２の偏りは、ＳＣＨ
信号が新しい基地局から基準用基地局へ進む伝搬時間に対応する。
【００３８】
その後、基準用基地局ＢＳrefは、計算された時間差ｔ1を新しい基地局へ送信し、本方法
はステップ８へ進む。この時間差の送信は、以下にも説明する。
【００３９】
ステップ８で、新しい基地局は、ｔ1に従って時間基準Ｔnewを更新する。
【００４０】
本方法は、その後、ステップ９に進み、ここでは新しい基地局ＢＳnewは、次に送信機を
停止し、次にＴnewと基準用基地局ＢＳrefのＳＣＨで受信された時間基準との間の時間差
ｔ2を評価する。基準用基地局および新しい基地局の同期化が完全である場合、この差ｔ2

のみが基準用基地局から新しい基地局への伝搬時間に対応し、ｔ1に等しい。
【００４１】
その後、本方法はステップ１０に進む。そして、このステップでは、新しい基地局がｔ1

とｔ2の差を計算し、この差の絶対値をしきい値Δｔと比較する。差の絶対値がしきい値
以下の場合、本方法はステップ１１に進む。また、そうでない場合は、本方法はステップ
６に再び進み、ｔ1とｔ2の計算が再び実行される。したがって、新しい基地局の同期化は
、必要とされる正確性△ｔが得られるまで続く繰り返しの方法である。
【００４２】
ステップ１１で、新しい基地局の初期の同期化が完了する。この新しい基地局は、次に通
常の動作を開始する。
【００４３】
ＢＳ間の情報交換、すなわち基準用基地局から新しい基地局へのｔ1の送信および新しい
基地局から基準用基地局へのｔ2の送信は、チャネルを送信するＲＡＣＨ（ランダムアク
セスチャネル）およびＦＡＣＨ（ファーストアクセスチャネル）を使用する空中で、また
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はＵＴＲＡＮあるいは基地局コントローラ経由で転送される。エアインターフェースの時
間差の送信は、ＲＡＣＨアクセススロットおよびＦＡＣＨスロット上のインターフェース
の最大値を作り出すので、ＵＴＲＡＮの使用が好ましい。また、実際には上記で論じたよ
うに、基地局は、セル内の移動局よりも大きい送信機パワーを使用しなければならない。
【００４４】
別の基地局のＳＣＨを傾聴するために、上述のように各基地局は、自分のＳＣＨの送信を
中断すべきである。また基地局は、他のＢＳに要求を送るときそれらが自分のＳＣＨを傾
聴することができるように自分のセルからの移動局がＲＡＣＨチャネルを使用することを
防ぐことが好ましい。この理由のために、ＵＴＲＡＮ経由でＢＳ間のすべてのシグナリン
グ情報を交換することがより容易になる。その後、エアインターフェースでの唯一の残り
の要求は、時間差を計算するために、他の基地局のＳＣＨを傾聴するためのＳＣＨの送信
を中断することである。
【００４５】
図１の方法は、さらに図２に関連して説明する。図２は、図１の方法に従って時間基準の
獲得を示す。また、それは、各基地局のための時間差、言い換えればＴＤＭＡシステムの
タイムスロットに関するＳＣＨ上の同期化信号の位置を示す。
【００４６】
１５は、基準用基地局のＳＣＨを示す。また図で示したように、それは、基準用基地局が
他の基地局を同期化するために使用されるので、タイムスロットで正確に同期化されてい
る。
【００４７】
１６は、図１のフローチャートのステップ４で発生するように、新しい基地局による基準
用基地局のＳＣＨの受信のタイミングを示す。したがって、上述のように新しい基地局は
、基準用基地局から新しい基地局のＳＣＨの伝搬時間に対応するタイミングのオフセット
ｔ1を持つ基準用基地局のＳＣＨを受信する。
【００４８】
１７は、新しい基地局によってＳＣＨを基準用基地局に送信するステップを含む。したが
って、基準用のタイムスロットに関するオフセットがまだｔ1である。
【００４９】
１８は、基準された基地局によるＳＣＨの受信を示す。したがって、ステップ７に関して
説明しているように、オフセットのタイミングは２・ｔ1に等しい。
【００５０】
１９は、新しい基地局が、基準用基地局から受信されたｔ1の値に従って時間の基準を適
用することを示す。したがって、上述のように、この値は、ＵＴＲＡＮから送信されるこ
とが好ましい。
【００５１】
２０は、図１のステップ９で示すようにｔ2の計算をするために、新しい基地局が、基地
局から別のＳＣＨを受信することを示す。
【００５２】
図１および２の方法は、新しく追加された基地局が、既存の基地局とタイムスロットレベ
ルで同期化するように、基準用基地局、また新しい基地局の同期化を保証する。したがっ
て、これは、タイムスロットが、隣接するセルで互いに重複しないことを保証する。ＴＤ
Ｄモードでは、これによって、移動局から移動局へのまたは基地局から基地局への干渉状
況を削減し、効果的な動的チャネル割当手順の導入がＴＤＤモードのＴＤＭＡ構成要素を
管理することができる。
【００５３】
本発明による基地局の同期化は、干渉状況を回避し利用可能なタイムスロットを選択する
ために、ＴＤＤで移動局（ＤＥＣＴ　ＤＣＡアルゴリズムのような）での分散型ＤＣＡ手
順を使用することを避ける。同期化されていないネットワークの性能と比較すると、本発
明のネットワーク性能は、セル間のスロットの重複が削減されたために、きわめて高い。
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本発明が、ネットワークで、干渉を制御しない情報源を制限し、上りリンクおよび下りリ
ンクの送信の非同期化は、無線のリソース管理機能を混乱させる多くのものを作り出す。
【００５４】
図１および図２の説明で論じたように、本発明による基地局の同期化は、各基地局が、い
くつかの時点で他の基地局を傾聴することを意味している。すなわち、隣接する基地局が
、同じ周波数上で送信するネットワークでは、このことは傾聴する基地局が送信を停止さ
せることを意味する。このことは、特に、新しい基地局に隣接する基地局が停止される場
合、新しい基地局の同期化に対するいくつかの問題を引き起こす。新しい基地局に隣接す
るすべての基地局が、同時に送信を停止させるとき、その問題はさらに難しくなる。図１
および２の方法によるネットワークの初期の同期化の間、このことは、例えば２つの隣接
する基地局が２つの新しく追加された基地局のために基準用の基地局として使用される場
合に発生する。
【００５５】
基地局の送信を停止させることによって発生する問題を制限するために、本発明は、ある
基地局が隣接する基地局と同じ時間に送信を停止しないように、ネットワークが停止を監
視することを示す。ネットワークは、ある基地局が、隣接する基地局と同じ時間に送信を
停止しないことを保証することが好ましい。
【００５６】
この停止の管理は、ネットワークの基地局コントローラで実行される。すなわち、各々の
およびすべての基地局の権限を許可する周波数の割当方法に類似の方法を使用することが
できる。
【００５７】
この問題は、新しい基地局の初期の同期化に対してのみ発生しない。したがって、実際に
は、一度初期の同期化が実行されると、基地局クロックが互いにずれてくるので、同期化
を維持する必要がある。その維持の度合いは、ＢＳクロックの安定性および必要とされる
正確性に依存している。同期化は、例えば図１のステップ６から１０の方法を隣接する基
地局の間で実行することによって維持される。また、基地局の同期化に対して、このよう
な基地局は、傾聴する基地局の送信機を停止させることを必要とする。
【００５８】
初期の基地局の同期化に関して、本発明は、隣接する基地局が送信しているときのみ、同
期化を維持するために基地局が送信機を停止することができることを示す。これはまた、
ネットワークで、例えばＵＴＲＡＮレベルで、基地局の停止を管理することによって実行
される。
【００５９】
したがって、基地局ＢＳが、この時間差を評価するのに十分なレベルで近くの基地局ＢＳ
の信号を受信する場合、各基地局ＢＳが、ＵＴＲＡＮにすべてのその近くの基地局ＢＳと
のＳＣＨの基準時間の差を報告することが提供される。ＵＴＲＡＮは、次にすべての基地
局ＢＳ間の時間差の情報を収集することができ、グローバルな同期化を維持するために、
いくつかの基地局ＢＳに所定のシフトを持つ時間基準を変更するように要求する。重複制
御は、再同期化の数を減らし、近くの基地局と各基地局ＢＳとの適切な同期化を保証する
ことを可能にする。
【００６０】
多くの解決方法が、ある基地局が近くの基地局と同じ時間に送信を停止しないことを保証
する。最も簡単な解決方法は、マルチフレームレベルで、例えば７２０ｍｓで、一定パタ
ーンを使用することである。すなわち、この場合、近くのＢＳは、次々とＳＣＨを中断す
る。この場合、７２以下の再使用係数（ｒｅｕｓｅｆａｃｔｏｒ）を持つある種の「スロ
ッテッド（ｓｌｏｔｔｅｄ）モードパターン」が、ＴＤＤネットワークで実行される。実
際、各基地局ＢＳは、６つの近隣基地局ＢＳと同じフレーム内で、ＳＣＨ送信を中断しな
いことが主に要求される。マルチフレームごとの１つのＳＣＨスロットは、同期化を維持
するのに十分であるべきである。すなわち、それは十分すぎるのでさえあるが、より低い
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ペースは、シグナリング問題を発生させる。
【００６１】
別の解決方法は、各基地局が、傾聴のために自ら停止することを望む時ごとに、ネットワ
ークから権限を要求することである。この解決方法は、より多くのシグナリングを明らか
に含む。
【００６２】
本発明の１つの機能によれば、基地局は、その停止のタイミングを同報通信する。マルチ
フレームパターンが使用される場合では、基地局が、マルチフレームの１つのタイムスロ
ットで停止される場合に、基地局は、停止するタイムスロットの番号を同報通信する。停
止が定期的に発生しない状況でさえ、基地局は、例えば次の２つのフレームに対する停止
のタイミングを同報通信する。
【００６３】
どちらの場合も、同報通信情報は、基地局の停止を予測するために、移動局によって使用
される。これによって、移動局は、停止されたときに基地局を考慮に入れることがなくな
り、そのとき、移動局が基地局の平均レベルを計算する。基地局の停止を予測することは
また、１つのセルから別のセルへのハンドオーバーを進めるときに、移動局を援助する。
【００６４】
同報通信情報は、また送信機を停止させることができるかできないかを決定するために、
他の基地局によって使用される。
【００６５】
本発明は、また別の問題に対する解決方法をもたらす。上記で開示した同期化の計画によ
れば、ネットワークは、あるＢＳから別のＢＳへ同期化されるが、サブネットワークは、
互いに独立して同期化され、それらの間で再同期化が必要とされるくらい近い。再同期化
は、上述の同じ方法を使用して発生する。したがって、基地局が互いに同期化するのに十
分近くないとき、特定の手順を使用することも可能になる。この場合、本発明は、移動局
を使用することによって各ネットワークの基地局を同期化するステップを示す。
【００６６】
図３は、移動局が２つの基地局を同期化するために使用されるときのタイミングの基準の
獲得を示し、一方、図４は、図３の方法を実行する移動局および２つの基地局を示す。図
４で示すように、それぞれ自分の時間基準Ｔ1およびＴ2を持つ第１のおよび第２の基地局
ＢＳ1およびＢＳ2は、移動局ＭＳが、両方の基地局から受信し、また両方の基地局に送信
するのに十分近くに存在する。したがって、第１および第２の基地局が、そのＳＣＨを傾
聴するのに十分近くないということが説明のために考えられる。
【００６７】
セル境界での移動局が十分なレベルを持つ両方のＢＳを受信する間に、例えば近くの２つ
のＢＳの間の経路ロスがあまりにも大きく同期化の必要性を検出できない場合、このこと
が発生する。これらの移動局は、異なるサブネットワークに属するＢＳからＵＴＲＡＮへ
ＢＣＣＨの測定結果を報告し、その後、問題を検出する。しかし、この場合、無線インタ
ーフェース上のＢＳの間の直接的な同期化を実行することができないが、本発明は、中継
局（リレー）として移動局を使用するステップを示す。
【００６８】
解決方法を図３に関連して説明しているが、図２に関してタイムスロットに関するオフセ
ットのみを図に示す。２５では、第１の基地局の送信は、ＳＣＨである。これは、第１の
基地局から移動局への伝搬時間を示すオフセットＴp1を持ちながら移動局によって、２６
で受信される。このオフセットは、それ自体知られている方法で、タイミング進み（Ｔｉ
ｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）のために、第１の基地局によって評価される。
【００６９】
２７で、第２の基地局は、ＳＣＨを送信する。移動局は、２８で、第２の基地局から移動
局への送信時間を示すＴ2に関するオフセットＴp2を持つＳＣＣＨを受信する。そしてｔD

は、第１の基地局から受信されたＳＣＨと第２の基地局から受信されたＳＣＨとの間の時
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【００７０】
２９で、移動局は、スロット＃ｉ上のタイミング進みＴp1を持つデータを送信する。３０
を見ると、タイミング進みのために、データは、スロット＃ｉで第１の基地局によって受
信される。しかし、３１で示すように、第２の基地局は、遅延ｔ1を持つスロット＃ｉ上
で、移動局データを受信する。
【００７１】
この場合、Ｔp2および△ｔが、次に２つの未知の値を持つ２つの等式を解くことによって
計算される。
【００７２】
△Ｔ＝Ｔp2－ｔD－Ｔp1
△Ｔ＝ｔ1－Ｔp2＋Ｔp1
言い換えれば、移動局は、両方の基地局からの同期信号の受信の間の差を測定する。その
後、移動局は、第１の基地局と同期化され、第２の基地局が次に移動局から受信されたデ
ータのオフセットを測定する。
【００７３】
基地局を同期化するためのこの方法は、移動局を通じて基地局の停止の管理がされていな
い状況でも実行される。それは、サブネットワークを同期化するためのまたはネットワー
クを拡張するための簡単な解決方法を提供する。
【００７４】
上記で開示した好ましい実施形態が変化することは、当業者にとっては明らかであろう。
特に、本発明は、ＴＤＤネットワークを参照して論じた。そのために、本発明は、隣接す
る基地局、同じ周波数で送信する他の形式のネットワークにも、例えば１つの周波数の再
利用パターンを持つＦＤＤネットワークに対しても、当てはまる。本発明は、また、ＵＭ
ＴＳを参照して説明した。そのために、既存のＴＤＭＡ　ＴＤＤネットワークにも当ては
まる。
【図面の簡単な説明】
【図１】基地局がネットワークへ追加される際の初期の同調化方法のフローチャートを示
す図である。
【図２】タイミングの基準の獲得を示す図である。
【図３】移動局が２つの基地局を同期化するために使用される際のタイミングの基準の獲
得を示す図である。
【図４】図３の方法を実行する移動局および２つの基地局を示す図である。
【符号の説明】
ＳＣＨ　同期化チャネル
ＢＳref　基準用基地局
ＢＳnew　新しい基地局
ＢＳ1、ＢＳ2　基地局
ＢＣＨ　同報通信チャネル
Ｄａｔａ　ＭＳ　データＭＳ
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